
分科会（３）

第３学年 単元「２けたをかけるかけ算の筆算」
行動目標をもち，問題解決に取り組む子の育成を目指して

１ 単元について
( ) 本単元で育てたい数学的な考え方1

児童は，２位数や３位数に１位数をかける筆算については，既に，学習してきている。また，
「べつべつに，いっしょに」や「計算のきまり」では分配法則がかけ算の筆算の仕方と同じであ
ることを，お金の模型や図などを使っての算数的活動を通して経験してきている。
本単元では，乗数の範囲を１位数から２位数に広げた場合の筆算の仕方を理解することがねら

いである。乗数が２位数の計算は，何十をかける計算と１位数をかける計算の組み合わさったも
のと考えられる。例えば，２３×３４の計算では，(２３×３０)＋(２３×４)のように３０倍と
４倍を別々に計算して，後でたせばよいことを理解し，確実に計算ができることが基礎・基本で

。 ， ， 。ある 計算技術とともに 筆算形式の意味を考えさせることは 思考力を育てる上で大切である
また，本単元が整数のかけ算のまとめであることから，位が大きくなっても同じ仕方でできるこ
とを経験させたり，数字によっては交換法則を使ったりすればよいことなど，実際の場面で活用
する力を伸ばすこともねらいとしている。

( ) 数学的な考え方を育てるための支援2
① 既習内容を基に課題や解決の見通しをもつ

本時の課題を見つけたり解決の見通しをもったりすることは算数の学び方や数学的な考えを
伸ばすために重要である。課題や見通しをもち数学的に考えるためには，まず既習内容に基づ
く考えと本時の問題とを比較することが重要になる。そこで 「かけ算の筆算の達人になる！」，
という学習課題を明確にして，個々の既習内容の習熟の程度をチェックすることを単元の始め
に行うことで自分の目標を明らかにしたい。そして，これまでの経験を生かして，実際に数図
ブロックやお金の模型などを操作させ，乗数の一の位，十の位の順に計算を進めることや十の
位の数をかけたときの部分積を書く位置に注意することをそうすることのよさと合わせて理解

。 ， ， ， ，させる また 学び方としても 授業が始まれば 前時の学習を思い出し発表するようにさせ
教師は児童の発言をつなぎながら，既習事項のポイントを整理し，本時の学習課題との相違点
を比較しながら進めていきたい。

② 実感し納得できる算数的活動
， 。１月と９月の演算決定テストを比べるとひき算とかけ算では 正答率が若干良くなっている

しかし，問題場面が正しく認識されていないために乗数と被乗数の取り違いやわり算の意味理
解ができていない。
そこで，２けたをかけるかけ算の筆算では，計算の仕方だけでなく，かけ算の乗数と被乗数

や意味理解を大切にして，児童自身が，線分図や絵，半具体物を使って意味を考えていく過程
。 ， ， ，を取り入れる このような 探求的な算数的活動を十分に取り入れ 類推的な考え方や記号化

一般化等の数学的な考え方を育てていきたい。
③ 児童の習熟度に対応するための少人数指導

「 」 ， ，事前テストと前単元 １けたをかけるかけ算の筆算 での学習状況から [じっくりコース]
[こつこつコース]，[どんどんコース]の３つのコースを設定する。児童の意識の中に他のコー
スが気になる子がいるので，コース選択のときには進度や時間のずれはあるが，学習する内容
は一緒だというオリエンテーションで全単元計画を見せ，選べるようにした。学び方の違いを
説明して児童が安心してコース選択を行えるように配慮したい。
[じっくりコース] （確実な理解と自力解決の喜びを味わわせる）

このコースでは，自力解決できることを目標に授業を展開したい。自力解決するためには，
問題解決の過程を丁寧に指導することが必要である。そこで，実物を使って問題把握を支援し
たり，問題解決の進め方や図を描いたワークシートを用意したり，九九表を使ったりして，自
力解決を支援していきたい。

[こつこつコース] （自力解決の喜びを味わわせる）
このコースでは，自力解決し解決の方法や考え方を説明できることを目標に授業を展開した

い。考え方を説明するためには，既習事項との違い，式に表現された数字の意味の理解が大切
になってくる。絵や図とつなぎながら説明できるように支援するとともに，３年生という発達
段階を考慮して，ペアやグループから全体に広げていき，自分の考えを述べる機会を多く取り
入れていきたい。特に，乗数と被乗数の関係を正しくつかみ間違いなく立式できるようにさせ
たい。

[どんどんコース]（自ら問い続ける学びとその楽しさを味わわせる）
このコースでは，グループ学習を積極的に取り入れ，友達と学び合う場をもつことを目標に



授業を展開したい。自分と友達の考え方の相違点や説明の仕方から，既習事項との違い，式に
表現された数字の意味の理解を深いものにしていきたい。また，今までの単元では，導入時の
満足度が低かったので，具体操作や体験的な算数的活動も取り入れたい。

， ）， ）発展的な学習として (２位数)×(２位数)の筆算の仕方から(３位数)×(２位数 (２位数
×(３位数)等の解決方法について，グループ学習で話し合わせ考え方を育てていきたい。

④ 児童が自己評価を行い，習熟するためのコース別学習
単元終了時に子供自身が，本単元で学習したことがどれだけ分かったかを自己評価し，補充

的学習に目的をもって取り組ませたい。コース別学習をすることで，どこでつまずいていたの
かや何を復習したらよいのかが分かり，目標をもった学習が行える。行動目標をもち，自主的
な学習が行えるよう支援していきたい。

２ 単元の目標と評価規準

単 元 の 目 標

関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解

乗数が１位数の場合の発展 ２位数をかける筆算が，既習 ２位数 × ２位数 かけ算の筆算の意味（ ） （ ）

（ ）として，２位数の筆算の合理 の計算に基づくこと，また，こ の計算が筆算でできる。 部分積を書く位置など

性が分かり，使おうとしてい れが分配法則によっていること を理解できる。

る。 に気付くことができる。

評 価 規 準

Ｂ 2位数×2位数の計算の仕 Ｂ 2位数×2位数の計算の仕方 Ｂ 2位数×2位数の計算 Ｂ 2位数×2位数の計算

方を既習の（2,3位数×1位 や筆算の仕方を数の構成や十 が筆算でできる。 の仕方や筆算の仕方を

数）の計算の仕方と関連づ 進位取り記数法をもとに乗法 理解できる。

けて考えようとしている。 九九に帰着して考えている。

Ａ 2位数どうし以上の乗法 Ａ 既習の乗法の筆算や2位数× Ａ 2位数×2位数の計算 Ａ 既習の2，3位数×1

の計算の仕方を，既習の2, 2位数の筆算をもとに，桁数の をもとに，桁数の多い 位数と関連づけて2位

3位数×1位数の計算の仕方 多い乗法の計算の仕方や筆算 乗法の筆算ができる。 数どうし以上の乗法の

や分配法則などを活用して の仕方について考えている。 計算の仕方や筆算の仕

考えようとしている。 方を理解できる。

評価規準Ｂに到達しない児童（Ｃ）への手だて

二学期のかけ算のまとめを かけられる数とかける数の関 答えがかけられる数よ 九九の表を用意した

用意し，解こうとする意欲を 係をとらえることができていな り大きくなっているか り，今までの学習のまと

高める。 い児童には，お金の模型を操作 や，部分積を書く位置に めを掲示したりして計算

させたり九九の表を見せる支援 ついて確かめさせる。 の仕方を理解させる。

をする。

３ 単元展開と評価計画（全６時間）

学 習 活 動ねらい

（時間数）
次

じっくりコース こつこつコース どんどんコース

・事前テストを実施し，コース分けを行う （朝の活動）一 何十をかけると 。

いう課題をつか みかんの図を見せ （２ みかんの図を見せ （２ ２位数をかけるかけ算の， ，

み 計算ができる 位数）×（１位数）のかけ 位数）×（１位数）のかけ 仕方を図や結合法則を使っ 関， 。

朝の活動 算の復習をしたり，１０倍 算の復習をしたり，１０倍 て考える。 表 習

■じっくりコース のかけ算を活用したりして のかけ算を活用したりして ① ２３×３０

（１時間） ２位数をかけるかけ算の仕 ２位数をかけるかけ算の仕 ＝（２３×３）×１０

■こつこつコース 方を考える。 方を考える。 ＝６９×１０

（１時間） ( ) 筆算でしなくても暗算で ② ２３×３０23 30=23 3 10× × ×

■どんどんコース ( ) できるよさに気付き計算練 ＝（２３×１０）×３= 23 3 10× ×

（１時間） 習をする。 ＝２３０×３=69 10×

の式で求められることを理 ①の考え方のよさに気付 熟

解し，計算練習をする。 かせる。

二 ２位数 × ２ ２３円のみかんを３４個 ２３円のみかんを３４個 １位数をかける場合と同（ ） （

位数）の筆算がで （３０と４に分けて図示） （３０と４に分けて図示） じように考えて，筆算の仕 考

きる。 の図を見て，３４倍するに の図を見て，３４倍するに 方を考える。３４倍するに 表

は，３０倍と４倍をべつべ は，３０倍と４倍をべつべ は，３０倍と４倍をべつべ 度知
■じっくりコース つに計算してたせばよいこ つに計算してたせばよいこ つに計算してたせばよいこ

（３時間） とを理解する。 とを理解する。 とを理解する。

指
導
形
態
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の
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■こつこつコース

（３時間） 部分積の意味を考えなが 間違い探 部分積の意味を考えなが

■どんどんコース ら，１桁左にずらすことを しをするこ ら，１桁左にずらす筆算の 考

（３時間） 徹底し （２位数）×（２ とで筆算の 仕方を再度説明できる。 表 別，

位数 （部分積が３桁）の 仕方の理解 ２位数 × ２位数 部 知） （ ） （ ）（

筆算の仕方を理解する。 を深める。 分積が３桁）の筆算の仕方

を理解し，説明する。

こ間違い探 （２位数）×（２位数） （２位数）×（２位数） じ

しをするこ （部分積が３桁）の筆算の の筆算の練習をする。その 表

知とで，筆算 練習をする。筆算の仕方が 過程で 「もし ・・」と考， ，

の仕方の理 十分でないときは，前時の えることで課題をもち，筆

ど解を深め， 間違い探しを思い出させ， 算の仕方から解決する。

計算練習を １桁左にずらすことを確認 (本時) 考

する (本時) する。 (本時) （発展的な学習）。

（朝の活動）三 コースに分かれ コース分けテストをして習熟度別に分ける。

て計算の習熟を図 ワークシートを使って（２位数）×（２位数） の筆算の計算練習をする。

る。 １コース (１位数)×１０１０×(１位数）０×ａａ×０の計算の仕方を確認し理 表・・ , , ,
乗数が何十のと 解する。 考

。きや被乗数が１桁 ２コース 九九の表やかけ算九九を使って□で示されている乗数や被乗数を求める・・ ,
のときの筆算の簡 ３コース (２位数)×(２位数)の筆算の仕方を確認し理解する。・・

便化がわかる。 ４コース (２位数)×(何十)の計算の仕方を確認し理解する。・・

■じっくりコース ５コース (２位数)×(２位数)(部分積が２桁)の筆算の仕方を確認し理解する。・・

（２時間） ６コース (２位数)×(２位数)(部分積が３桁)の筆算の仕方を確認し理解する。・・

■こつこつコース ７コース (２位数)×(２位数)の計算練習をする。・・

（２時間） （補充的な学習）

■どんどんコース 部分積の００を省略した 部分積の００を省略した 部分積の００を省略した 表

（２時間） り，交換法則を使ったりし り，交換法則を使ったりし り，交換法則を使ったりし 知

て，筆算の簡単な仕方がで て，筆算の簡単な仕方がで て，できるだけ手順の少な

きるようになる。 きるようになる。 い便利な方法で筆算ができ

３位数)×(２位数)等の ３位数)×(２位数)等の るようになる。( (
解決方法についても触れ 解決方法についても触れ ３位数)×(２位数)の解(
る。 る。 決方法についても触れる。

第３学年算数科「２けたをかけるかけ算の筆算」
じ じっくりコース こ こつこつコース ど どんどんコース

児童のつまずき つまずきに対する支援次ねらい（時間数）

一 何十をかけると じ・３０を１０が３つという考え方はすぐ じ・ワークシートに○を３０個かいておいた

いう課題をつか にできるが，３が１０個というのはなか のを３個ずつ囲ませる作業を取り入れたこ

み，計算ができ なか思いつかなかった。 とで，３が１０という考え方を視覚に訴え

る。 ることができた。

朝の活動

■じっくりコース こ・３０＝３×１０＝１０×３という考え じ・ワークシートの○を囲むという作業から

（１時間） 方がすぐには思いつかなかった。 式変形を体感させた。

■こつこつコース

（１時間） ど・式変形から ど・かけ算を思い出させることで，かける数

■どんどんコース ２３×３０＝２３×１０×３＝２３×３ とかけられる数を入れ替えても答えが同じ

（１時間） ×１０が分からない児童がいた。 であることを確認した。

二 （２位数）× じこ・３４を３０と４に分け計算させたが じこ・３４を４と３０に分け計算させたこと

（２位数）の筆算 ３０から計算する児童がいた。 で，筆算の仕方とつなぐことができた。

ができる。

ど・３０と４をべつべつに計算してたせば ど・３０を先に計算する方法と，４を先に計

■じっくりコース よいことは，すぐ分かったがどちらから 算する方法を計算させることで比べさせ

（３時間） 計算するとよいかを話し合うことができ た。４を先にすると０をかかなくてよいこ
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■こつこつコース なかった児童がいた。 とや位が間違わないよさがあることに気が

（３時間） 付いた。

■どんどんコース

（３時間） じ・１桁左にずらすことを忘れてしまう児 じ・一の位に×を書かせ１桁左にずらすこと

童がいた。 徹底させた。家庭学習で繰り上がりの練習

繰り上がりを忘れている児童がいた。 をさせた。・
こ・間違いにはすぐに気が付いたが，計算 こ・一の位に×を書くなど工夫したらよいこ

をしているときにはずらすことを忘れる とを助言した。

児童がいた。

ど・部分積の意味を考えて説明できない児 ど・ どんな式だったのかな 」と発問するこ「 。

童がいた。 とで部分積の意味を考えさせた。

じ・間違いにはすぐ気が付くが計算し出す じ・一の位に×を書いて書けるように支援し

と忘れてしまう児童がいた。 た。

こ・１桁左にずらすことを忘れたり，繰り こ・繰り上がりを書く場所の確認をした。

上がりを間違ったりする児童がいた。

ど・課題をもてない児童がいた。 ど・ もし，１個１２５円だったら ・・・」「 ，

という発問をすることで課題をもたせた。

， （ ）。 （ ）。三 コースに分かれ ・初めてのコース学習だったので，どの教 ・１ ２コース ６名 ３コース １０名

て計算の習熟を図 室へ行くのか，どのコースから学習するの ４コース（２８名）それ以外（１７名）とい

る。 かが分からなかった児童が数名いた。 う分け方をしてじっくりコースにあたる児童

乗数が何十のと の人数を少なくした。

きや被乗数が１桁 ・自分のペースでどんどん進んでいくことが

のときの筆算の簡 でき，もっとしたいからといって家庭学習に

便化が分かる。 持ち帰る児童もいた。

■じっくりコース じ・部分積の００を省略したら間違いそう じ・部分積の００を省略しないで書いてもよ

（２時間） という児童が多かった。 いことを助言したらほとんどの児童が書い

■こつこつコース ていた。書くと間違わないようになった。

（２時間） こ・ ３位数)×(２位数)の計算になるとど こ・ ３位数)×(１位数)の計算を思い出させ( (
■どんどんコース うしたらよいか分からなかった。 ると 「同じなんだ 」という感想が聞かれ， 。

（２時間） 「２回したらよい 」と自信をもって出来。

た。



４ 本時の学習指導

じっくりコース こつこつコース どんどんコース
（２位数）×（２位数）の筆算の仕方を間違い探 （２位数）×（２位数 （部分積３桁）の筆算の （２位数）×（２位数）の筆算の仕方から位が目 ）

標 しから理解を深め，確実に計算できる。 仕方を理解し，確実に計算できる。 増えても，考え方は同じことを理解できる。

本
・ かけ算でできるよ。

○ 本時の問題場面である，みかんの図やお金の ・ ５８×３４だよ。
模型を実際に見せて問題を把握させ，立式させ ・ 昨日と違うところは，みかんの値段だ。 ○ ３桁×２桁，２桁×３桁の２つの問題場面を
る。立式の見通しができない子には，個別指導 ○ みかんの図を思い出させることで問題場面の 提示することで，位が大きくなったときの筆算
をする。 状況を把握させる。 の仕方を話し合うという本時の課題を明らかに
・２１×３４だよ。 する。

時 ・ １桁左にずらしていくのかな。
○ ５８×３４と立式した後，それぞれの数字が ・ １位数をかける場合と同じだと思う。

何を表しているのかを自分の言葉で表現させる ○ ３桁×２桁は解決しておくことで，話し合う
○ 間違った計算を見せ，どこが間違っているの ことで，１桁左にずらす計算の仕方を思い出さ ポイントを明確にしておく。

かを考えさせたり，説明し合ったりする交流を せる。
通して筆算の仕方の理解を深める。
・ １桁左にずらすんだったよ。

の ・ 左にずらすわけは ・・・。 ○ 部分積が３桁になっても筆算の仕方は，同じ，
・ 繰り上がりができていないよ。 かどうかを考えさせる。 ○ 位に着目させ，１つ１つの数の意味を考えさ

○ かけ算の達人になるためには，１桁左にずら ・ ５８×３０だから１７４０｡ せることで，２桁左による筆算の仕方の理由を
せることや繰り上がりに気を付けることを再確 ０は，書かずに，１桁左にずらすよ。 説明させる。
認させる。 ・ 昨日の問題と同じ考えだよ。 ・ みかんの絵をかいて説明するよ。

○ グループ内で，図と式を関連付けて発表し合 ・ 式をかいて説明しよう。
い，筆算の仕方の理解を深めさせる。 ○ 話し合うことで，位に関係なく，１位数をか

活 けることの繰り返しであることを理解させる。
○ 自力解決させるが，確実に計算できない子に

は，ワークシートを渡したり，個別指導したり
して支援する。 ○ 練習問題にチャレンジさせるが，確実に計算

・ ノートのます目を使ってきちんと書くと計算 できない子には，ワークシートを渡したり，個 ○ （２位数）×（３位数）や（３位数）×（３
間違いしないなあ。 別指導をする。 位数）になっても同じように計算できるという

(評) （２位数）×（２位数）の筆算の仕方を間 ○ 確実に計算できる子には，位が増える場合を 理解を深める。
違い探しから理解を深め，確実に計算できた ワークシートを渡し考えさせる。 (評) （２位数）×（３位数）の筆算の仕方から

動 か。 (評) （２位数）×（２位数 （部分積３桁）の 位が増えても，考え方は１位数をかける場合）
筆算の仕方を理解し，確実に計算できたか。 と同じことが理解できたか。

○ 振り返りカードを書かせる。
○ 筆算の達人になるために気を付けることを自 ○ 振り返りカードを書かせる。

分の言葉でまとめる。 ○ 筆算の達人になるために気を付けることを自 ○ 振り返りカードを書かせる。
分の言葉でまとめる。

１こ□円のみかんを□こ買います。
代金は，いくらになるでしょう。

１ 前時の問題を振り返り 「もし ・・・」の， ，
課題を確認する。

２ ２桁×３桁の問題で，２桁左にずらすこと
になる理由をグループで説明し合う。

１ 絵を見て前時の学習から考える。

みかんを３４こ買います。１こ５８円です。
代金は，いくらになるでしょう。

２ 図と式を関連付けて自分で解く。

３ グループ内で自分の考えを発表し合う。

４ 問題にチャレンジする。

５ 本時を振り返る。

１ 前時の問題を振り返り話し合い，本時の課
題を確認する。

１こ２１円のみかんを３４こ買います。
代金は，いくらになるでしょう。

２ 筆算の達人になるために気を付けることを
話し合う。

３ 問題練習をする。

４ 本時を振り返る。

３ 練習問題をする。

４ 本時を振り返る。



５ 指導の実際と児童の反応
じっくりコース

学習活動とその支援 児 童 の 活 動 と 反 応
Ｓ：１０倍すると位が１つあがった。
Ｓ：３４倍するときは，３０倍と４倍をべつべつに計算前時の学習を思い出させる

してたす。
Ｓ：１桁左にずらして書いた。

Ｔ：分かっていることは 何ですか ○ 分かっていることには，赤線。求めることには，青， 。
線を引いている。

Ｓ：式は，２１×３４だよ。
○ ２１×３と書いて

Ｔ：問題を読んでみましょう。 いる児童には，みか
んの図を見せて４と
３０であることを確絵や半具体物
認させた。

Ｓ：正しい計算をしてみよう。

Ｔ：この計算をしてみたんだけどど
うかな。

Ｔ：どう，へんかな。計算してみた
ら分かるかな。

Ｓ：へんだよ。
○ ７だけど７０だから ○ 繰り上がりの計算が絵や半具体物，乗数と被乗数
１桁左にずらさないと 出来ていないことに気ワークシート
いけないと気が付いた。 が付いた。

Ｓ：ノートのます目を使ってきちんと書くと計算間違い
しないなあ。

Ｔ：練習問題をしましょう。 ○ 自力解決させる
計算ドリル１１ページです。ノ が，確実に計算で
ートに書いてしましょう。 きない子には，方

眼ノートを使った
ワークシートを渡
したり，個別指導
したりして支援し
た。

Ｓ：がんばったから５。よく分かったから４。

Ｓ：筆算の達人になるために気を付けることは，１桁左自己評価
Ｔ：振り返りカードに印を入れてく にずらせることだ。

ださい。 Ｓ：九九に気を付けよう。
Ｓ：くり上げに気を付けよう。

Ｔ：筆算の達人になるために気をつ
けることは何でしたか。チェッ
ク表に書いてください。

次時につなぐために
本時の学習のまとめ

１ 前時の問題を振り返り話し合い，
本時の課題を確認する。

１こ２１円のみかんを３４こ買います。
代金は，いくらになるでしょう。

２ 筆算の達人になるために気を付
けることを話し合う。

３ 問題練習をする。

４ 本時を振り返る。



「２けたをかけるかけ算の筆算」

１ 提案の主張点

数学的な考え方を育てるための支援として次に挙げ

る４つの項目に重点を置いて指導を行った。１つ目は

既習内容を基に課題や解決の見通しをもたせる。これ

までの経験を生かして，実際に数図ブロックやお金の

模型などを操作することによって，乗数の一の位，十

の位の順に計算を進めることや十の位の数をかけたと

きの部分積をかく位置に注意することを理解させた。

２つ目は実感し納得できる算数的活動を取り入れる。

２けたをかけるかけ算の筆算では，計算の仕方だけで

なく，かけ算の乗数と被乗数の関係や意味理解を大切

にして，子どもが線分図や絵，半具体物を使って意味

を考えていく過程を大切にした。３つ目は子どもの習

熟度に対応するために少人数指導を行う 「じっくり。

コース」では，自力解決できることを目標に授業を展

開した。そのために，問題解決の進め方や図をかいた

ワークシートを用意したり，九九表を使ったりした。

「こつこつコース」では，自力解決し，方法や考え方

を説明できることを目標に授業を展開した。そのため

に，ペアやグループから始め，全体へと広げながら，

自分の考えを述べる機会を多く取り入れた 「どんど。

んコース」では，グループ学習を積極的に取り入れ，

友達と学び会う場を多くもつことを目標に授業を展開

。 ，した 自分と友達の考え方の相違点や説明の仕方から

既習事項との違い，式に表現された数字の意味の理解

を深いものにしていった。４つ目は子どもが自己評価

を行い，習熟するためのコース別学習を取り入れる。

これは，単元終了時に子ども自身が，本単元で学習し

たことがどれだけ分かったかを自己評価し，どこでつ

まずいていたかや何を復習したらよいのかを明確にす

る。そうすることで，目標をもった補充的学習が行え

た。

２ 提案に対する意見

クラスの中には学び方のタイプがそれぞれあるので

コースにあったところで学ぶことが大切である。通常

のクラスでは自分の考えが言えないが，コースに分か

れたことで意欲的になれる子どももいる。

評価については，単元終了時に単元全体のテストを

行った。また，ノートやワークシートを使って評価し

たり，毎時間それぞれの担当の教師が評価規準を使っ

て評価したりした。

具体物を使っての指導については，視覚に訴えるた

めにもたくさんの模型を用意することが大切である。

例えば「じっくりコース」の場合，２１円の３４個分

まで並べなくても１０個分まで並べていったら問題が

把握できた。その時，２１円を縦に並べることで100

円ずつ，１０円ずつになっていることに気がついた。

「こつこつコース」には「じっくりコース」に近い

子から「どんどんコース」に近い子まで幅が広いので

まずは 「じっくりコース」に近い図から始まって様，

子を見ながら進めていった。

数学的な考え方を育成するために次のようなことに

気をつけて支援をしている。

・既習事項を思い出させる。

・発表の際，子どもが使えるように「前と比べると」

「例えば 「もし～だったら」といった言葉を黒板の」

横に掲示している。

・問題文を読んで分からない子どもには，実物や具体

物を見せてイメージさせてあげる。

・ワークシートは「じっくりコース」の子どもにとっ

ては考える道筋をはっきりさせるために有効だが ど，「

んどんコース」の子どもには自由に考えさせるために

ノートを使う方がよい。

３ ご指導

子どものつまずきやつまずきに対する支援を明らか

にする取り組みだった。少人数学習をする際，事前に

学習内容は同じだけれど学び方が違うことを説明する

， 。 ，ことで 子どもたちは安心して授業に臨める この時

保護者にもそれぞれのコースでは何を大事にしている

のかをしっかりアピールする必要がある。補充学習に

ついても練習問題を１から７コースと段階に応じて作

っていき，家庭学習で取り組んだことはすばらしい。

かけ算の世界を広げていくような実践が進められて

いた。徹底して指導する単元計画が考えられている。

教師の熱意ねばり強さが子どものやる気につながる。


